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IMDS リリース 12稼動に伴う注意喚起（リサイクル材の割合の範囲値） 

 

平素は、製品含有化学物質調査に関し、ご理解とご協力を賜り、誠に有難うございます。 

去る 5月 9日に IMDS リリース 12が稼動しましたが、これに関する注意点を以下に 

お知らせ致します。 

 

今回より、「プレコンシューマリサイクル材料の割合」と「ポストコンシューマリサイル材 

の割合」のそれぞれに関して、（最大値）－（最小値）＞20% をエラー とする様に変更 

されました。 

現在流通しているデータのほとんどは、最大値・最小値ともに 0%のため、影響は少ないと 

思いますが、JAMAシートにはこのエラーチェック機能がないため、JAMAシートのエラー 

チェックを通過したデータであっても、IMDSにアップロードする際に上記のエラーが発生 

することがあります。 

その場合は、リサイクル材の割合の最大値・最小値を適切にデータ修正する必要が 

ありますので、各社の物質調査・報告業務においてご注意ください。また、現実に 20%を 

超える具体的なケースがある様でしたら、その旨 JAPIA事務局にご一報いただければ 

幸いです。 

 

                                                   以上 

 


